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 The  rats  were  fed  on  the  each  feed  contained  0,  1%,  3%,  5%,  10%  dietary  fiber  and  10～
300mg  strontium.  These  researches  were  studied  that  the  taking  of  dietary  fiber  were
affected  the  gastrointestinal  transit  time,  the  percentage  of  water  content  in  feces,  the
quantity  of  short  chain  fatty  acids  in  serum.  The  increasing  weights  of  air  dried  feces  were
accompanied  with  increasing  dietary  fiber  in  diet.  The  quantity  of  short  chain  fatty  acids  in
serum  was  increased  in  case  of  feed  contained  over  5%  dietary  fiber  in  diet.
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　Ca,  Ra,  Sr,  Cs などのアルカリ土類金属は生体内代
謝も類似した挙動をとることが知られている。放射性
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ロース含有）を与えた。予備飼育に続いて Fiber  Mix-































　AIN-93（American  institute  of  nutrition-93）に示
された白ネズミの標準食からセルロースを除いた飼料
に、Fiber  Mixture を１，３，５，10％添加した飼料










た。食餌の構成は Fiber  Mixture レベルを０，１，３，
５，10％とし、各 Fiber  Mixture レベルに対して食餌






カ ゼ イ ン
シュークロース
大 豆 油
ミ ネ ラ ル 混 合
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ペ ク チ ン（ナカライテスクＫＫ）
乳果オリゴ糖（林原ＫＫ）1）



























　Fiber  Mixture の配合割合と Sr の添加レベルについ
て２要因の分散分析を行った。飼料摂取量の結果を図
３に示す。飼料摂取量の平均値は 15ｇ／日であった。
　Fiber  Mixture を含まない飼料の摂取量はやや少な
くなり、１％以上の Fiber  Mixture を配合することに


















































































































































Fiber  Mixture の添加量別分散分析結果（％） 
○：有意差なし
＞：ｐ＜0.05
図４　Fiber  Mixture 添加量別風乾糞便重量とその分散分析結果 


















































Fiber  Mixture の添加量別分散分析（％） 
○：有意差なし
＞：ｐ＜0.05












































































Fiber  Mixture の添加量別分散分析（％） 
○：有意差なし
＞：ｐ＜0.05
図７　Fiber  Mixture 添加量別、Sr 添加量別胃腸通過時間（分）とその分散分析結果 





の３％量が Df であるとすれば 12ｇ／日となる。この
Df 量は、日本人の Df 目標摂取量に比してかなり少な
いものであり、ヒトの日常食における目標摂取量は、５
％程度（約 20ｇ）の Df を摂取することが望ましいと
されている。
６．糞便の形状
　Fiber  Mixture のレベル別に採取した糞便を風乾状
態に乾燥させたものについて、その長径と短径を実測
した（表３）。
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